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第2回姫路市観光戦略プラン検討懇話会
地域プロモーションについての事例資料



2はじめに ‒⾃⼰紹介

世羅孝祐 Kosuke Sera 
Experience Director/Communication Planner
戦略・ブランディングからアウトプットまでを一貫して担当。従来の一方通行型のコミュニケーションを超え、体験型の
コミュニケーションやCRMなど新しい時代のファン構築を実現。特に現在は短期的なコミュニケーション領域を超え、企
業や地域のDXや新ブランド開発、コミュニティ創出などをコンセプト策定からUX開発、実装まで幅広く手掛けている。
TCC新人賞、ACC賞ゴールド、ADC賞、広告電通賞ほか受賞多数。

猿島/ SENSE ISLAND/LAND 京都市・Mircosoft/ 建仁寺MR museum

文化庁/Culture Gate to JAPAN 文部科学省/トビタテ！留学JAPAN 福島県/HAMADOORI CIRCLE PROJECT
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日本のポテンシャル：独自の精神文化への興味

一方で、文化感度の高い海外の富裕層・文化人層と接していると、
むしろ「西洋圏にはないものの見方・精神性」にこそ興味を感じている。
彼らにとって日本は異なる発想/視点/精神性によってインスピレーションを与えてくれる不思議な国。

「1982年から約100回⽇本を訪れてきたポールにとって、東京は⻑年にわたり尽き
ることのないインスピレーション源です。」

「⾃分たちとは遠い異国、と感じられるのが⽇本の魅⼒。⾃⾝の国では⾒ることの
ない発想や伝統と⾰新の不思議な融合が興味を掻き⽴てる。」

Paul Smith Paola Antonelli
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「日本には、自分たちの知らない哲学・アイデアがある」というイメージは根強い。
インスピレーションや価値観変容が目的の旅の多い今こそ、KEHAI TOURISMは価値を持つ可能性。

新しいアイデア・考え方に出会う場所としての日本
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チームのご紹介

富裕層と実際に接しているWondertrunk&coと、文化領域での仕事をすることの多いアンドーナッツという
博報堂DYグループの２つの会社を中心にしたチームで、海外の富裕層・文化人層に響く日本の価値とは何
か？を考えてきました。この文化観光・発信チームの一員として、こちらの懇話会にお邪魔しています。



7

7

#1 インバウンドのトレンド/ターゲットについて

#2 事例のご紹介

#3 姫路へのヒント(事例を踏まえた所感)

本日のアジェンダ
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投影のみ(印刷不可)

欧米豪インバウンド獲得に向けたターゲティング戦略

アジア中心のツアー客(Sightseeing Tourist層)ではなく、
旅慣れて交流を求めるEducated層や旅の目的が明確なSpecial Interest層を攻略する
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⽇本市場
推計
(2024)

テーマ別市場規模

観光⽬的ごとに応じたテーマ別ツーリズム市場は拡⼤を続けており、巨⼤な市場に。

【テーマ別観光市場規模試算】

ウェルネス
ツーリズム
(2024年時点)
約9,500億ドル

↓
（2030年予測）
1.7兆〜2.0兆ドル
（CAGR8~13%）

スピリチュアル
ツーリズム
(2024年時点)

約190〜230億ドル
↓

（2030年予測）
350〜400億ドル
（CAGR6~10%）

アドベンチャー
ツーリズム
(2024年時点)
約8,960億ドル

↓
（2030年予測）
1.9兆ドル

（CAGR8.6%）

※（訪⽇富裕層の獲得）：2030年の訪⽇⾼付加価値層のうち「⽂化深掘り層（30〜50万⼈）」を獲得するだけで、5,000億円〜1兆円の消費を⽣む。
※（既存市場の移⾏）：成⻑する⽇本の「⽂化・信仰観光市場（約17.2兆円）」のうち、わずか3〜5%を⾼付加価値なKEHAI体験へ移⾏させるだけで達成可能な現実的な数字。

約4〜9兆円 約数千億円〜1兆円 約４兆円

投影のみ(印刷不可)



1 0テーマの設定とブランディング

どんなテーマで地域をブランディングしていくか？が問われている。

https://honichi.com/news/2026/05/08/mediabriefing202604/

「観光立国推進基本計画（第5次）」にもとづく訪日プロモーション戦略(JNTO・観光庁) ウェルネス
ツーリズム

スピリチュアル
ツーリズム

アドベンチャー
ツーリズム

アート
ツーリズム

グリーン
ツーリズム

リジェネラティ
ブツーリズム

ガストロノミー
ツーリズム

クラフト
ツーリズム

…



1 1参考：Japan Luxury Showcase2026で紹介されたモデル地域・コース

https://micetimes.jp/japan-luxury-showcase-2026/
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#3 姫路へのヒント(事例を踏まえた所感)
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1 3事例.熊野古道

「巡礼(Pilgrimage)」や「トレイル」をキーワードにSITに向けたブランディングを実施。
 あえてターゲットを絞ったブランディングながら、年間1000人ほどだったインバウンド顧客を20年間で60倍に。

https://www.jnto.go.jp/projects/regional-
support/images/2019/01/tanabe_inbound_0315_6.pdf



1 4事例.出羽三山

山形・出羽三山もまた「巡礼(Pilgrimage)」や「YAMABUSHIDO」をテーマに体験を提供。来訪者数だけでなく、顧客
あたりの宿泊日数や消費単価の向上、さらに地域文化への支出(祈禱消費やお布施)の向上をはかっている。

https://yamatogokoro.jp/column/inbound-jikenbo/52414/



1 5事例.富山県散居村 楽土庵

「リジェネラティブ・トラベル」や「アート・民藝」をテーマに、地域DMOの「水と匠」とWondertrunkが
富山の散居村に佇む古民家宿「楽土庵」を共同開発。一日3組限定で、1室2名利用で1名5万4,000円～。
宿泊料金の2%を散居村保全基金に充当することで、地域の風土の維持・継承に観光客が参加できる仕組み。

https://discoverjapan-web.com/article/145435



1 6事例.大分県 豊前岩戸神楽伝承プログラム

「地域芸能(神楽)」「伝承」をテーマにする、プライベートツアー。旅行代金は1グループ330万円(1-6人/グループ)
大分県宇佐市に継承される「豊前岩戸神楽」の稽古をプロの神楽師から毎晩2時間ほど受けられ、神楽の所作や衣装、歴
史文化等についても学ぶことができる。食事も神楽舞を奉納する神楽師たちが実際に食べている特別なものが用意される。

https://j-town.net/2025/01/30364765.html?p=all



1 7事例.富山県南砺市 Bed and Craft

「職人/クラフト」「弟子入り」がテーマ。コンセプトは「職人に弟子入りできる宿」。井波は人口約8,000人に対し木彫
刻師が約200人（40人に1人）という彫刻職人のまち。井波彫刻は250年以上の歴史を誇る。古民家を改修した分散型ホ
テルで、各棟ごとに1日1組限定。制作に集中しながら過ごすことができる。

https://workmill.jp/jp/webzine/bedandcraft-20250508/



1 8事例.福井県越前市 クラフトツーリズム

越前は「クラフト/手仕事」をテーマに体験型観光の整備を続けている。1500年の歴史を持つ越前和紙の制作現場見学に
は国内客とインバウンドが半々。2025年11月には越前和紙を体感する工芸宿「SUKU」(全3室)がオープン。また、2025
年3月には越前瓦の制作体験ツーリズムがスタートするなど、国内外に向けたクラフト体験を数多く開発している。

https://www.travelvoice.jp/20260204-158944
https://www.travelvoice.jp/20260113-158940



1 9参考：自治体単位での試み

地方公共団体単位でも、SIT/FITに向けた観光コンテンツ造成の動き。



2 0参考：地域観光資源のコンテンツ化促進事業

DMOや事業者が
観光資源をコンテンツ化するに
あたって活用できる補助金も。

https://juyobunsan.go.jp/
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2 2

生成AIでコンテンツが爆発的に増えていく現代でも、「歴史」や「伝統」を新たに作ることはできない。

富裕層を中心に、「本物」に価値を感じ、消費額が高くなる傾向が存在。

何百年、千年と続いてきた歴史・伝統が魅力的な観光資源に。

本物を見る、だけでなく、本物の職人と話す・学ぶといった体験型の観光への需要も顕在化している。

事例から学べること
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世界に誇る姫路城があるだけでなく、
「姫路城を造った」地でもある。
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世界に誇れる本物の(歴史ある)技術が、今も受け継がれ、息づいている。

姫路の資産：受け継いできたクラフト技術
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2 6

「本物」に価値を感じる観光客にとって、姫路に受け継がれている「本物
のクラフト」は体験型の観光資源としても検討の余地があるのでは？
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